
【技術分類】４－４－３ 予防歯科／口腔衛生用器材／歯垢検出用器材 
【技術名称】４－４－３－１ 歯垢染色剤 
 
【技術内容】 
予防歯科などにおいて、歯面に歯垢が形成されているか検出するために使用するものである。 
歯垢の検出にはフロキシン（食用赤色 104号）が使用され、歯垢が赤く染色されるものである。ま
た、新しい歯垢と古い歯垢の染め分けが可能な歯垢染色剤が最近開発され、市販されている。これは

染色剤としてフロキシンのほかにブリリアントブルー（青色 1号）が添加されているものである。古
い歯垢は青紫色に、新しい歯垢は赤色に染め分けられる。 
歯垢染色剤は液状のものが多く、一般的には綿球法で塗布して使用する。このほか、ジェル状、錠

剤などが市販されている。 
最近の研究では、歯垢染色後、唾液中の口腔連鎖球菌とミュータンス連鎖球菌が少なく検出される

傾向がみとめられたため、唾液検査は歯垢染色前に実施することが好ましいことが明らかにされてい

る。 
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 図 3 歯垢の染
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1（a）～（c）： 刊行物名：｢2006年度版ジーシー総合カタログ｣、発行年月日：2006年 2月、
者：株式会社ジーシー、出典箇所：148ページ、図番号：（a）－最上段図、（b）－上から
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